
 

 

 ７月１５日(土)～１６日(日)に、

ホテルかめ福で、恒例の講習会を

開催しました。Ⅰ期にあたる講習

会に、立命館大学中西純司教授と

静岡大学村田真一講師のお二人を

お迎えし、次のような内容の講義

となりました。 

 １日目は、「地域スポーツクラブ

とは」をテーマに、「スポーツ行政

の役割とスポーツ施策」、「地域スポーツの推進と『新しい公共』の形成」、「地域スポーツ

クラブの現状」をテーマに、「総合型地域スポーツクラブの意味と本質」についての講義で

した。クラブ関係者のみならず、行政担当者にとっても、法的な根拠に基づいた基礎的な

知識を学ぶ良い機会となりました。 

 ２日目は、「クラブのつくり方」をテーマに、今年度から準備中クラブとして認証された

「ファミーユスポーツクラブ」の代表、宮本大輔氏による事例を基に、講師と受講者がや

りとりする形式を中心にした内容でした。 

 ファミーユスポーツクラブには、「単一種目で若い世代を中心にした既存のクラブから、

総合型クラブを目指そうとしていることに対して、地域のスポーツ実態や地域住民のニー

ズを把握した上で、行政との連携をより一層強くした準備委員会を発足することが望まし

い」とのアドバイスがありました。 

 次回は、８月２６日(土)と２７日(日)に、ホテル防長苑で開催します。 

 

総合型地域スポーツクラブ山口県連絡協議会理事会の報告 

 7 月 25 日（火）に総合型地域スポーツクラブ山口県連絡協議会理事会を開催しました。 

まずは、日本体育協会から県連絡協議会宛に依頼がありました「総合型地域スポーツクラ

ブ登録認証制度に関する意見聴取」についての内容及び回答案の確認を行いました。 

次に、県連絡協議会会費の徴収について、各クラブに行ったアンケート結果を基に協議を行いました。連絡

協議会がどうあるべきなのか考え直さなければならないとの意見や会費を徴収するのであれば、連絡協議会主

催事業の充実化等の加入のメリットも必要となってくるとの意見もありました。現時点では、会費を徴収する

方向でまとまり、今後の理事会で金額の設定や加入のメリットについて協議をしていくこととなりました。次

回は、１２月までに開催する予定です。 

 

長門スポーツカーニバル開催！ 

7 月 23 日（日）にルネッサながとにて、長門総合型スポーツクラ

ブ評議会（長門スポーツクラブ、クラブネッツ大畑、いがみ倶楽部、

俵山スポーツクラブ）とルネッサながとが主催で『長門スポーツカ

ーニバル』が実施されました。総勢 670 名の参加のもと、バレーボ

ール教室・卓球大会・ソフトテニス大会・フラダンス発表会が行わ

れました。豪華景品が用意されたじゃんけん大会もあり、参加者はとても楽しそうでした。出店ブースでは、

各クラブが、うどんやお弁当、アイスクリームやかき氷などの販売をし、カーニバルらしさを演出していまし

た。このようなイベントや定期的に評議会をすることで、近隣クラブとの連携や交流が促進され、クラブ活動

の活発化や地域の活性化にもつながると、運営された皆さんから感想をいただきました。 
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人がつながる 人でつながる 人がつくる 

総合型地域スポーツクラブが量より質の転換を求められています。地域に根ざしたクラ

ブの経営や活動を支えるのは人･･･  

このコーナーでは、各コーディネーターがインタビューをして、人を紹介していきます。 

 

 

一般社団法人 菊川スポーツクラブ 

井上 登代子氏（事務局長兼 クラブマネージャー）、室富  幸子氏（事務局員兼 クラブマネージャー） 

今回は、下関市菊川町にある、一般社団法人菊川スポーツクラブの井上さん、室富
さんにお話しを伺いました。今年、クラブは設立 11年目を迎え、お二人とも、設立
当初から携われています。また、子どもたちの教室の指導者やスポーツ少年団の監督
としても活動されています。 
 

運営にあたって、一番の喜びは？ 
会員や利用者の方の良かったよ！という声、楽しそうな笑顔が一番の喜びでもあ

り、やりがいでもあります。また、設立から 11年目を迎え、少しずつですが、地域
の方への認知度が高まっていると感じることも喜びです。スポーツのこと、まちづく
りのこと、印刷 1枚という小さなこと一つにしても、クラブ事務所を訪ねて来られる
方が増えました。設立当初は、名前をなんとか覚えてもらいたいという気持ちで一生
懸命でした。設立準備、設立後も、運営にあたり大変なこともありましたが、地域の
スポーツ振興に少しでも貢献できているのではないかな・・・と思います。クラブを続けてきて良かったと思います。これか
らも一人でも多くの地域住民の方に 
「クラブがあって良かった」と言って頂けるよう、地域に密着したクラブづくりをしたいと思っています。 

 

現在、クラブが抱える課題について教えてください。 
このクラブを次世代にバトンタッチするため、後継者の育成・発掘が一番の課題です。 

 

最後に子どもたちにメッセージをお願いします。 
何事もやってみないと分かりません！いろんなことに挑戦してください。あなたの力は無限です‼ 

【やまぐち広域スポーツセンター問い合わせ先】 

      東部広域スポーツセンター（徳山大学内）     TEL 070-5305-0674 

      央部広域スポーツセンター（山口県体育協会）  TEL 083‐933‐4697   FAX083-933-4699 

      西部広域スポーツセンター（東亜大学内）     TEL 070-5305-8917 

二島コミュニティクラブ事務局長 藤田 幹氏 

  

今回は、山口市二島地区で活動する二島コミュニティクラブの事務局長である藤田さん
にお話を伺いました。二島コミュニティクラブは、平成 15 年の 4 月に設立し、15 年目を
迎えています。 

 

クラブ設立のきっかけを教えてください。 
スポーツ・文化活動により地域を明るく、豊かにするためです。二島コミュニティクラ

ブでは、『3 つの「こ」（子ども・高齢者・交流）のために』を理念としています。 

 

クラブの特色を教えてください。 
 定期教室として約 22 の教室とイベントを実施しており、生け花や盆栽、着付け教室な
どの文化活動も多く実施しています。教室数に比べて、収入・支出は少ないと思います。
これは、指導者謝金が発生しないこと、無料の施設を利用し活動していることからです。
指導者は、会員や住民の自発的な意思による手挙げ方式（立候補）のボランティアで教室を行っています。教室へ楽しく参加
してもらえるようにスタンプカードを作成しており、スタンプが貯まると豪華景品がもらえるという工夫もしています。 

 

藤田さんの思いを聞かせてください。 
 クラブが実施している教室の中には、参加人数に波がある教室もあるので、定期的に参加してもらえるようにしていきたい
と考えています。 

山口市では、昨年度、連絡協議会が設立されました。情報交換をする機会が増え、毎回楽しくとても良い会となっています。
総合型地域スポーツクラブがある地域は、その地域の幸せレベルが上がるのは間違いないと思います。ぜひ山口市内や県内に
もっとクラブが設立されることを期待しています。 
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